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令和４年度 シラバス                         松山北高等学校中島分校 

 

学習目標 
１ 企業における取引の記録・計算・整理に関する知識や技術を習得する。 
２ 簿記の基本的な仕組みについて理解する。 
３ ビジネスの諸活動を計数的に把握する能力や態度を身に付ける。    

 

 
時 期 学 習 計 画 及 び 内 容                評 価 方 法 

１ 
 
 
学 
 
 
期 
 

４月 
 

５月 
 
 
 

６月 
 
 

７月 
 

第５編 決算（その２） 
 第２４章 決算整理（その２） 
第６編 取引の記帳 
 第２５章 財務諸表の作成 
 第２６章 特殊な売買取引 
     割賦販売、委託販売、試 

用販売、予約販売の販売 
方法および未着商品売 
買 

 
 第２７章 特殊な手形の取引 

・費用・収益の繰り延べ・見越しの意味
とそれぞれの記帳方法を理解させる。 
・減価償却の間接法、有価証券の評価替
えなどの記帳方法と減価償却の定率法
の計算方法を理解・習熟させるとともに
財務諸表の作成についても習熟させる。 
・特殊な商品売買の取引の意味を明ら
かにし、その記帳法を理解させて、習熟
をはかる。 
・約束手形と為替手形の違いを復習し、
これらの手形の授受に伴う記帳法を理
解する。 

 
 
 
第１回考査 
 
 
 
 
第２回考査 

２ 
 
 
学 
 
 
期 

８月 
９月 
 
 

10 月 
 
 

11月 
 
 

12月 
 

第７編 仕訳帳の分割 
 第２８章 仕訳帳の分割 
 
 
 
 
 第２９章 ５伝票制による記帳 
第８編 本支店会計 
 第３０章 本支店の取引 
 
 

・特殊仕訳帳の意味と合理化の方法を
理解する。 
・各種の特殊仕訳帳の記帳法と総勘定
元帳・補助元帳への転記法を習得する。 
・特殊仕訳帳制における普通仕訳帳の
役割を理解する。 
・５伝票制による起票・分類・集計・転
記の方法を習得させる。 
・支店会計の意味を理解させ、本支店間
および支店相互間の取引の記帳法を理
解する。 

 
 
 
 
 
第３回考査 
 
 
 
第４回考査 

３ 
 
学 
 
期 

１月 
 
 

２月 
３月 

第３１章 本支店間の財務諸表 
    の合併 

 
  

・未達事項の意味と、その整理法を理解
させる。 
・総合記帳問題 
 
 

 
第５回考査 
（３年１月） 
（１、２年 
  ３月） 

 
学 
習 
の 
方
法 

 特に株式会社において日常発生する取引を仕訳し、勘定記入を経て、決算に至る簿記の基本的な仕
組みについて理解する。また、帳簿や財務諸表を通して、ビジネスの諸活動を計数的に把握する能力と
態度を身に付ける。副教材の問題集を活用して、基礎的、基本的事項について、十分な記帳練習を重ね
て、理解を確実にすることが大切である。また、来年の１月に全商簿記実務検定を受験することを目標
にして、資格取得にも積極的に取り組むこと。 

 

備 
考 

３つの観点に基づき、各学期ごとに定期考査までの学習内容のまとまりごとに評価し、100点法で評
価する。また、学年末の評価は、各学期の評価を平均し総合的に評価する。 

 

科 目 簿 記 単位数   ２単位 学 年 第３学年 講 座  

教科書    新簿記（実教出版） 副教材等  

評 
価 
の 
観
点 

ａ 知識・技能 ｂ 思考・判断・表現 ｃ 主体的に学習に取り組む態度  
 簿記に関する基礎的・
基本的な知識・技術を身
につけ，適正な会計処理
を行うことを合理的に計
画し，その技術を適切に
活用しているか。 

 適正な会計処理を行うことを目
指し，基礎的・基本的な知識と技術
をもとに，ビジネスの諸活動に携わ
る者として適切に思考・判断し，表
現する創造的な能力を身に付けて
いるか。 

 簿記について関心をもち，適正な会
計処理を行うことを目指して主体的に
取り組もうとするとともに,会計処理
を行う実践的な態度を身に付けている
か。 


